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選
揮
理
論
白
技
場
か
ら
見
た
る
F
2
7
イ
白
相
封
殺
用
に
つ
い
て

億
五
十
七
巻

^ 
1¥‘ 

宝玉

1¥. 

第
六
銃

選
捧
理
論
の
立
場
か
ら
見
土
る

プ
イ
の
相
封
殺
用
に
つ
い
て

d

ア
ュ

園

正

遺

，
一
本
文
は
某
君
が
消
費
者
飴
剰
の
研
究
を
せ
ら
れ
る
に
営
り
、
表
考
と
し
て
提
供
し
た
手
記
に
僅
少
白
改
修
を
な
し
、
決
れ
に
最
後

。
二
簡
を
補
足
し
た
も
の
で
あ
る
。
高
田
博
士
還
暦
記
念
論
文
集
に
掲
載
白
小
論
に
引
用
上
の
必
要
在
感
E
、
そ
の
附
録
と
し
た
か

っ
た
の
で
あ
る
が
、
本
論
ず
ら
既
に
紙
撤
五
割
の
超
過
た
る
故
、
叉
々
無
理
を
願
出
で
て
原
稿
〆
切
後
法
る
に
も
絢
は
ら
や
、
本
曲
目

白
一
隅
を
界
用
ず
る
と
と
が
出
来
た
白
で
あ
る
。
議
に
謝
意
を
表
す
る
安
第
で
あ
る
。

さ
て
私
は
デ
ユ
プ
イ
白
巴
m
E
目
。
芭
E
P
-正
巳
忠
ユ
E
R号
E
M
宮
r
r
E
(
註
)
を
一
見
し
て
琴
線
に
鱒
れ
る
も
D
が
あ
っ
た
。

特
比
一
財
を
以

J

て
他
財
D
U
奴
用
を
測
ら
ん
と
す
る
鮪
に
あ
る
。
と
れ
謹
掠
理
論
に
共
の
必
要
を
痛
感
し
て
ゐ
た
か
ら
で
あ
る
。
但
し

自
E
E
Z
を
数
皐
的
に
測
度
と
せ
中
、
寧
ろ
披
義
忙
解
じ
て
昌
弘
円
。
(
示
模
)
の
意
味
に
と
っ
た
。
彼
れ
の
文
章
は
明
快
で
あ
る
が
、

そ
白
血
政
官
官
肝
要
在
織
に
理
論
上
、
分
明
吃
快
〈
虎
が
あ
る
。
共
白
一
つ
は
最
大
犠
牲
の
決
定
方
法
ム
一
之
忙
よ
呂
他
府
の
殻
用
。
測

定
方
法
と
で
あ
る
。
選
揮
理
論
の
立
揚
か
ら
之
を
明
確
に
し
、
被
れ
の
芳
恕
を
桁
髭
更
擬
張
し
て
多
財
の
場
合
に
及
ぼ
し
た
の
が
明

記
で
あ
る
。

デ
ユ
プ
イ
は
一
J

射
を
以
て
他
射
の
殻
用
を
測
る
が
、
雨
財
霊
の
時
世
動
の
個
人
に
及
ぼ
す
利
得
又
は
損
失
を
表
は
ず
方
法
を
講
じ
左

ぃ
。
私
は
多
財
の
揚
合
に
つ
い
て
絞
れ
九
渚
想
に
卸
し
て
之
を
在
し
、
そ
し
て
私
の
定
義
し
党
個
人
利
得
と
消
費
者
飴
剰
と
の
閥
係

ι 
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に
つ
い
て
一
言
し
て
本
文
を
終
る
、
E
と
与
し
た
。

最
大
提
供
量
、
限
界
相
劃
致
用

、

』亡

敢デ
てユ

忍、プ
ぽ イ
ん l は
と 員オ
す D
る穀
犠用
牲を
D 量
最、的
犬忙
を取
以扱
てふ
しに
た営
。り

一
物
(
財
の
若
干
量
)
の
殻
用
の
測
度
を
表
は
ず
に
、
、
夫
れ
を
獲
得
す
る
た
め

し

一
個
人
甲
が
財
x
v
h

v
内
在
夫
々

X

町

い
ま
財
X
を
提
供
し
て
他
財
を
獲
得
す
る
揚
合
、

X
D
提
供
を
以
て
犠
牲
と
解

( 

炉-

M
Z
凶
ピ

ド

h
車
位
だ
け
所
有
し
て
ゐ
る
と
昔
、
財

、

の"円
h
a

山
車
位
を
得
る
た
め
に
提
供
せ
ん
と
す
る
X
の
最
大
量
を

u
と
す
る
。

と
の
最
大
提
供
景
を
決
定
す
る
忙
営
っ
て
、
提

供
量
と
獲
得
量
と
白
み
に
着
目
す
る
揚
合
と
、
取
引
の
前
後
に
於
け
る
所
有
量
を
考
慮
す
る
揚
合
と
の
二
瓶
り
が
あ
る
。
デ
ユ
プ
イ

ば
此
の
貼
を
明
か
忙
示
し
て
ゐ
た
い
。
推
測
不
可
能
と
は
言
は
ね
が
、
絞
叫
辿
白
般
密
牲
を
保
つ
た
め
に
仮
設
と
し
て
後
者
忙
掠
る
と

と
h
す
る
。
但
し
と
の
俄
設
は
任
意
的
白
も
白
で
た
く
デ
ユ
プ
イ
の
得
た
る
結
果
と
脱
合
せ
て
の
も
の
で
あ
る
。

さ
て
提
供
の
最
大
量
と
は
、
夫
れ
よ
り
多
く
は
欲
し
な
い
が
、
夫
れ
よ
り
・
少
量
た
ら
ぽ
差
支
へ
・
註
い
と
す
る
黙
で
あ
る
。
甲
が

u

皐
位
よ
h
L

多
量
(
同
+
『
単
位
)
白
提
供
を
敢
て
し
友
い
白
は
交
換
の
前
後
に
於
け
る
所
有
量
、
、
即
ち
財
X
V内

:

v
帽の

閥

l
ロ
l
y
g
+
F
.

白

r
+
F
単
位
(
h
は
任
意
の
正
数
)

を
一
括
し
た
も
の
と
、
現
有
量
と
を
比
較
し
て
前
者
が
後
者
よ
り
望
ま
し
い
と
息
は
在
い
か
ら
で
あ
る
。

故
に
甲
の
選
探
函
数
を

。akす
れ
ば
、

選
韓
醒叫 §

翰 τr
白 l
立国
襲、!
か y
ら附
百戸

~ i" 
る f
フF

晶

フ

イ
白

相
劃
数
H 
J包
つ
も、

で

F
+
F
)
い
全
F
M
F

阿
国

) 

t
F
玉
十
七
巻

王
八
三
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六
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選
揮
理
論
町
立
場
か
ら
見
た
る
戸
晶
プ
イ
申
相
封
致
用
に
つ
い
で

第
五
十
七
巻

五
八
四

第
六
規

グL

O 

と
怠
る
。
問
様
K
U
よ
り
少
量
四
提
供
を
担
ま
た
い
己
と
か
ら

由。(同

l
ロ
+
y
M
J
+
5
w

F
+
F
)
W
6も

(
凶

WMmr

M 
E 
) 

と
を
る
。
雨
不
等
式
か
ら
等
式

(

日

)

を
得
る
o

E
れ
獲
得
量
と
最
大
提
供
量
と
の
関
係
を
示
す
も
白
で
あ
る
。

特
に
獲
得
量
が
無
限
小

三
M
l
F
M
r
+ロ
ロ
/
目
F
+回
目
)
日
宅

(FMM・
-
M
L

(

臼

)

《
同

M内】
唱
白

M内凶
三
:
・
品

M
丙

P

の
と
き
は
、
最
大
提
供
量
も
亦
無
限
小
と
在
る
。
之
を

l
身
(
但
し
無
限
小
の
主
部
)
と
す
れ
ば
、
間
よ
り
直
ち
に

、

、

由

民

、

白

も

(
F
H
d叶
w

書

u
d叶
)

(
串
)

ep
骨
+
S
L
P十

-
+
P《

r
F
u
-

を
得
、

そ
し
て
之
よ
り

ーユ阿
UH]PLMFE↓宇
]
ι
h
p
+
+】

JLMnn

を
得
る
。

E
L
K
R
は
財
X
K
封
ず
る
お
の
限
界
置
換
寧
を
示
す
。
邸
ち

(
申

)

H

J

H

九「

(
M
H
Y
回

M

ロ)

唱
。

ヂ
ユ
プ
イ
の
定
義
を
多
財
D
揚
合
に
繍
張
し
て
言
へ
ぽ
、
同
刊
の
右
遜
は
財
仰
の
無
限
小
量
向
を
一
括
し
た
も
の
h
妓
用

(
X
を
棋

( 

'" 

準
と
し
て
の
)
で
あ
る
。
巴
れ
を
無
限
小
増
分
間
に
封
す
る
限
界
救
用
(
X
に
閥
f
る
)
と
呼
ぶ
己
と
L
ず
る
。
即
ち
X
が
貨
幣
左
ら

ぽ
、
財
仰
の
無
限
小
増
分
伺
を
得
る
た
め
に
は
、
限
界
妓
用
白
表
は
ず
数
字
に
相
等
ず
る
金
額
ま
で
は
支
搬
つ
で
も
差
支
へ
一
た
い
と

甲
ほ
思
っ
て
ゐ
る
白
で
あ
る
ho

依
っ
て
若
し
財
向
。
債
格
が
夫
々

h
h
:
t
m
で
賞
際
に
取
引
し
た
と
す
れ
ば
、
一
己
れ
に
よ
っ
で
得

自〆



る
甲
の
利
得
、
聞
も
一
デ
ユ
プ
イ

D
相
封
殺
用
は

(

4

)

 

(
F
!
?
)
L
F
+
(
H
J
V
)
者
l
a
-
-
・+
(
F
l
v
Z
F

主
た
る
。

E
れ
を
限
界
相
封
設
周
、
叉
は
限
界
飴
剰
と
呼
び
、

ハ
ピ
に
て
示
す
と
と
L
す
る
。

相
調
妓
用
の
二
つ
の
測
り
方

前
節
末
と
同
様
忙

X
を
貨
幣
と
し
て
他
財
白
債
格
を

(

∞

)

 

日

J
相

同

》

時

唱

:4
・
司
恒

'
と
す
る
。
甲
白
初
期
所
有
量
を

a
町

ι
町
正
ず
る
と

k

昔
、
右
の
債
格

ι於
け
る
交
換
に
艶
す
る
甲
の
均
衡
量
は
聯
立
方
程
式

( 

'" 
M 

a 
+ 
司
( 

κ 

11-由
..... ピー，
ょ。+

ロ+

" 阿
国

向

11 。

F
Hヲ

(
H
q
)
 

に
で
決
定
さ
れ
る
。
均
衡
賠
を

{
P
E
w
-
-
F
)
と
す
る
。

さ
て
此
空
交
換
に
よ
っ
て
得
る
相
封
殺
用
(
所
調
消
費
者
絵
剰
)
を
求
め
る
に
営
っ
て
一
一
つ
rD
方
法
が
あ
る
。

第
一
は
初
期
結
(
之

を
A
と
呼
ぶ
)
と
均
衡
騎
(
之
を

E
と
名
づ
け
る
)
白
み
に
若
目
し
、

A
よ
り

E
陀
到
る
径
路
は
全
然
考
慮
し
な
い
揚
合
で
、
第
二
は

途
中
の
径
路
を
も
考
へ
る
揚
合
で
あ
る
。
第
一
白
揚
合
は
等
式
例
主
用
ゐ
て
求
め
得
る
が
、
一
第
二
の
方
は
貨
幣
外
↓
財
の
場
合
を
除

い
て
、
初
期
黙
と
均
衡
賠
の
み
か
ら
は
、

一
般
に
一
意
的
陀
定
ま
ら
た
い
。

第

の
一
測
り
方

選
揮
理
論
目
立
場
品
ら
見
た
る
ヂ
昌
プ
イ
白
銅
割
放
用
に
つ
い
て

第
五
十
七
巻

五
八
五

第
六
挽

ゴL



宅h

選
捧
理
論
目
立
場
h

b
見
た
る
F
2
7
イ
白
相
割
放
用
に
P
ふ

て

/

静

在

十

七

巻

、

均
衡
結
に
到
建
し
た
と
き
陀
於
け
る
貨
幣
支
出
額
は
ぬ
|
院
で
、
山
田
財
の
購
入
量
は
夫
々

五
八
六

第
ノ、

競

オL

釦

M
l
a
ぬと
m
w
M
l
』ぬぜ

r 
a 
u 

で
あ
る
。
い
ま
之
を
得
る
た
め
に
支
出
し
て
差
支
へ
た
し
と
す
る
貨
幣
の
最
大
額
を

m
k
て
示
せ
ば
、
問
に
よ
り

回国)日品、一
P
P
M

ゐ

-a出
)

2
1
H
)
 

6
A
a
l
E
M
r
w
.
 

， 

?
と
た
り
、
そ
し
て
相
封
殺
用
は

(
同
凶
)

K

で
あ
る
。
之
を
幾
何
皐
的
忙
見
る
に
、
臨
(
ぬ

1
F
r
h
r
)
は
、
均
衡
馳
E
を
通
り
X
軸
民
平
行
た
直
線
が
、

る
無
差
別
閣
と
交
は
る
黙
(
之
を
B
と
名
づ
け
る
)
で
あ
る
。
依
っ
て
相
劃
数
用
は
均
衡
鮪
の
貨
幣
坐
襟
よ
り
B
轄
の
貨
幣
坐
棋
を
減

巴
た
る
差
、
即
ち
線
分
]
印
刷
の
大
い
さ
を
以
て
表
は
す
と
と
が
問
来
る
。

百
l
官
ー
と

u
p
l
官
l
E
)

初
期
A
黙
を
誼

特
別
の
揚
合
と
し
て
貨
幣
外
一
財
で
、
そ
の
初
期
所
有
量
が
零
た
ら
ぽ
v

ヒ
ツ
ク
ス
が
共
白
著

4
比
百
自
ハ
H
P旬
E
H
の
第
四
十

貝
に
掲
げ
た
も
り
(
第
鈎
頁
の
闘
で
同
町
)
と
去
る
。
従
っ
て
絞
れ
の
飴
剰
の
測
り
方
は
グ
ュ
プ
イ
か
ら
全
く
狽
立
で
あ
る
と
は
言
ひ

得
泣
い
。

回

第

二

の

測

り

方

期
四
何
皐
の
用
語
を
用
ひ
て
も
初
期
瓢
A
か
ら
債
格
納
忙
て
微
量
づ
っ
交
換
し
て

P
酔
捕
ま
で
来
た
と
し
、
此
O
勲
四
坐
標
(
削
ち
財

の
所
有
量
一
)
を
(
F
F
E
E
-
-
F
M
L
と
す
れ
ば
、
此
の
鮪
に
於
け
る
限
界
相
封
殺
用
L
、
は
何
に
て
典
へ
ら
れ
る
。
然
る
に
A
o
p
二
鮪

の
坐
標
間
陀
は
問
の
閥
係
が
あ
る
。
放
に
貨
幣
且
且

x
を
他
財
の
量
の
闘
激
と
見
て
、
守
白
係
数
回
J
l
p
及
び
♂
l
p
を
夫
々
勾
町



紛

に
で
偏
微
分
す
れ
ば
、
共
の
結
果
ゆ
夫
々

白

百

九

1
3

2
1
d
v
-
R
C
H
I
-
J
 

cup-】

CMF

と
在
り
、
巴
の
繭
者
は
、
均
衡
賭
を
除
い
て
一
般
に
等
し
く
た
い
。
依
ワ
て
初
期
鮪
〉
(
P
P
M

町
白
目
)
よ
り
均
衡
黙
阿
す
W
E
-
-
-

p
g
)

に
到
る
積
分
一
一

e
は
、
語
路
長
っ
て
共
の
値
を
異
に
す
る
。
副
ち
貨
幣
外
)
一
財
以
上
白
揚
合
に
は
、
一
初
期
黙

A
よ
り
均

衡
結
E
肥
到
る
己
と
に
よ
っ
て
得
ベ
雪
審
請
は
、
セ
雨
聴
を
知
る
の
み
に
て
は
一
世
求
め
得
た
い
。
之
語
格
的
の
交
換

に
上
っ
て

A
賠
か
ら
E
黙
に
移
る
に
営
り
、
財
量
白
鑓
動
白
順
序
に
よ
っ
て
相
封
殺
用
の
単
一
る

E
と
を
示
す
も
の
で
甚
だ
重
要
た
賄

町山」

i
】

VEg-
万四
1
3。ヲ

• 

で
あ
る
。
併
し
デ
i

ユ
プ
イ
の
取
扱
ふ
庭
は
貨
幣
外
一
財
な
る
を
以
て
、
之
氏
慣
れ
る
庭
は
た
い
。
是
に
於
て
多
財
の
揚
合
に
相
針
妓

用
主
測
ら
ん
と
ず
石
に
は
財
量
の
嬰
動
順
序
、
削
ち
通
路
を
も
併
せ
て
考
へ
る
必
要
が
あ
る
。

貨
幣
外
一
財
の
場
合

と
の
揚
合
印
刷
の
便
宜
上
同
町
向
日
町
を
夫
々

β
y
b
q
Q
と
記
る
せ
ば
、
問
及
び
品
、
は

M
n
l
a
+』
(
司

I
S
M
-

E 

(

]

お

)

〔

ρ
目
指
¥
山
市
〕

と
た
る
。
そ
し
て
初
期
鮪
よ
り
均
衡
賄
に
到
る
己
と
に
よ
っ
て
匂
へ
骨
霜
封
殺
用
は

「
M
P
i
h
z
v

一
品
、
刊
一
円
ο
(
R
M
l
A
Q
l
E
)切
可

}
1心
〕
《
ぜ

，、
b

'

wH

一一ο{向上々
1
3
i
と
B
I
A
S
-
3

(
F
F
)
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hwH〈

ο
1
4
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]

忌
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選
曲
押
曜
論
の
立
場
h
b
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交
る
デ

A
T
イ

m
相
封
致
用
に
つ
い
て

第
五
十
七
巻

王
八
七

第
六
競
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?
遺
捧
盟
論
目
立
場
か
ら
且
た
る
司
ア
ユ
プ
イ
白
骨
割
放
貯
に
7
V
て

第
五
十
七
巻

五
八
凡

第
六
腕

A， 
四

で
あ
る
。

E
れ
に
於
て

(
H
E
)
 

ο
(
R
N
l』
Q
1
3
・いこ
H
R

〕
司

l
E
H
U

¥ 

(
同
叶
)

応
は
Y
を
債
格

q
で
D
だ
貯
購
入
し
た
と
き
の

Y
の
限
界
致
用
度
を
表
は
し
、
そ
し
て
側
は

円
?
っ
B
l』
(Te

π
白
値
が

q
に
等
し
〈
友
い
と
昔
、
左
記
の
特
別
の
揚
合
を
除
い
て

D
は
Y
D
債
格

π
に
熔
宇
る
共
O
需
要
量
で
在
い
。

、3

と
島
け
は
、

と
な
る
。

故
に
と
お
に
得
た
る
結
果
は
、
デ
品
一
ず
な
の
曲
線
(
前
掲
書
第
六
千
三
頁
の
)
を
均
衡
論
に
於
貯
る
需
要
曲
線
と
晃
れ
ぽ
、
彼
れ
の

も
白
と
一
一
致
し
一
泣
い
。

E
の
曲
線
と
被
れ
の
相
封
殺
用
の
算
出
法
と
に
つ
い
て
は
近
〈
検
討
を
加
へ
ら
れ
る
が
、
彼
れ
白
着
想
を
個

人
均
衡
に
移
ず
揚
合
に
は
右
白
如
〈
す
る
を
可
と
す
る
。

特
別
白
揚
令
と
し
て
貸
幣
に
劃
す
る
財
E
D
限
界
置
換
翠
が
貨
幣
量
に
無
関
係
左
ら
ば
、
と
白
ミ
に
得
た
る
相
割
放
用
は
7
1
L
V
ヤ

ル
の
消
費
者
除
剰
と
友
り
、
ま
た
ヒ
ツ
ク
ス
の
言
の
一
如
〈
第
一
の
方
法
に
よ
る
も
?
と
一
致
す
る
。
至
叡
簡
単
た
る
と
と
左
れ
ど
も
、

序
に
読
明
、
伊
一
興
へ

τゐ
〈
。
此
の
担
調
合
選
揮
函
数
は

念
山
川
町
ι
M内
+
『
(
可
)

〔

f
は

y
の
み
の
函
数
〕

とと
在在
る 下コり。∞、
他従
方つ
に γ「凶て
車寺 会

て 1
(11) ~ー、 t。
は W1UA

'~ 

o:注J
、ぜ

.0 
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τb 

旦
ε 

『

志
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と
を
り
、
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上
り 明
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そ
し
て
第
一
の
方
法
に
上
る
相
封
数
用
は
聞
に
よ
り

居

有

!

と

H
H
2
5
l
コ』
)
l
a
+
m
w

と
た
る
。

E
れ山
W
D
結
果
と
一
致
ず
る
。

以
上
忙
よ
っ
て
、
ヂ
ユ
プ
イ
の
相
封
殺
用
は
今
回
の
選
揮
理
論
か
ら
見
て
如
何
た
る
も
の
在
る
か
、
之
を
大
凡
モ
窺
ひ
得
る
と
と

i
A

思
ふ
。
彼
れ
は
反
針
を
排
し
て
効
用
白
測
定
可
能
性
在
主
張
し
て
ゐ
る
や
う
で
あ
る
が
、
例
へ
ば
彼
れ
の
相
封
殺
用
を
示
す
数
字

は
果
し
て
今
日
の
意
味
に
於
け
る
測
度
を
表
は
す
も
の
で
あ
る
か
。
己
主
に
疑
問
が
残
る
で
あ
ら
う
。
ま
た
所
有
量
の
異
る
貨
幣
を

標
準
と
し
て
他
財
の
妓
周
を
測
り
、
夫
れ
を
相
加
す
る
己
と
に
つ
い
て
反
封
も
あ
ら
う
。
併
し
之
に
類
し
た
E
'ど
が
屡
々
世
間
忙
行

は
れ
る
と
と
を
見
れ
ば
、
無
下
に
排
斥
も
向
来
友
い
ゃ
う
で
あ
る
。
最
も
卑
近
の
一
例
と
し
て
試
験
白
賠
敷
制
度
が
あ
る
。
臭
る

時
、
異
る
試
験
委
員
白
一
許
黙
を
粕
加
し
、
平
均
し
て
受
験
者
白
合
格
不
合
格
を
判
定
し
、
ま
た
席
+
丸
一
耽
決
定
す
る
。

E
れ
試
験
成
績

の
示
槙

(
】
ロ
ユ
目
。
)
を
求
め
る
一
方
法
と
し
て
採
用
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
デ
ユ
プ
イ
の
揚
合
に
つ
い
て
も
財
の
教
用
に
針
し
て
得

た
る
数
字
を
巌
絡
に
測
度
と
解
せ
十
、
示
模
白
程
度
に
見
倣
し
て
、
容
γ

る
隠
用
の
方
迭
を
詩
十
る
の
も
一
案
で
在
い
か
と
思
ム
。

六

f図

人

手リ

符

個
人
D
選
揮
函
数

vに
つ
い
て

(

同

盟

)

凶

作

〔

L
1
3
2
+

〈、。

は
商
致
。
ι

の
選
び
方
に
謝
し
て
不
援
の
値
主
取
り
、
そ
し
て
括
弧
内
の
第
一
一
項
以
下
の
和
は
財
の
無
限
小
増
分
間
に
封
す
る
限
界
数

+
吋
b

身白〕

用
、
即
ち
己

D
無
限
小
骨
定
劃
す
る
主
観
的
償
値

E
標
準
財
量
で
表
は
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
仰
不
は
之
と
標
準
財
の
増
分

ム
」
の
和
で
あ
る
。
放
に
財
の
所
有
量
の
微
費
動
身
、
一
己

F.

¥
 

建
捧
理
論
申
立
場
か
ら
見
た
る
一
ア
ユ
プ
イ
の
相
劃
数
周
に
ワ
い
て

品

F

K
よ
喧
て
個
人
は
棋
錐
財
が
ん
岬
一
向
だ
け
増
加
し
た
己
と
に
相

務
五
十
七
巻

五
八
九

第
六
就

九
五



。

選
揮
理
論
の
立
場
か
ら
見
た
る
-
一
ヂ
ユ
プ
イ
白
相
封
殺
用
に
つ
い
て

第
五
十
七
巻

五
九

O

傭
六
説

九
六

営
ず
る
利
得
を
受
け
る
己
と
t
A
-

な
る
。
即
ち
ん
叩
一
向
は
財
の
所
有
量
の
微
縫
動
に
伴
っ
て
生
中
る
利
得
を
標
準
財
量
で
表
は
し
た
も

D
で
あ
る
。
之
を
標
準
財
的
限
界
利
得
と
呼
ぶ
と
と
h
す
る
。

い
ま
財
白
所
有
量
を
坐
棋
と
す
る
回

I

十
H

攻

元

塞

聞

を

考

へ

、

お

し

を

諮

っ

て

一

つ

の

曲

線

F
を
引
き
、

E

D
上
に
一
騎
司
(
阿
WMr
・-
-
-
M
E
)

を
取
る
。
突
に
財
の
所
有
量
が
A
か
ら

P
ま
で
曲
線

r
巴
沿
ふ
て
費
動
ず
る
と
昔
、
之
に
よ
っ
て

生
宇
る
個
人
D
利
得
を
表
は
ず
に
、
デ
ユ
プ
イ
の
相
封
殺
用
に
於
け
る
と
同
様
に
、

一一期
K
F
(
a

・
p-

曲
線
分
k
F
司
を
細
分
し
、

各
部
分
に
際
A
Y
る

限
界
利
得
白
総
和
生
以
亡
ず
る
。
的
ち
E
の
利
得
を
S
K
て
示
せ
ぽ

(

凶

巴

)

由

H

勺
恨
〔
F
陀

沿

ふ

て

〕

匂

L
h
P
4
4
 

で
あ
る
。
そ
し
て
此
の
値
は
積
分
活
路
に
縫
っ
て
一
憶
に
具
る
。
之
れ
財
の
所
・
有
量
が
A
か
ら
P
ま
で
費
動
ず
る
に
常
り
、
財
量
増

減
。
順
序
に
よ
っ
て
個
人
利
得
の
異
る
己
と
を
一
京
す
も
の
で
、
相
叫
割
放
用
D
揚
A
円
と
金
〈
同
様
で
あ
る
。
司
令
し
て
此
の
事
は
常
識
と

合
致
す
る
庵
が
あ
る
。
併
し
模
地
中
財
に
封
ず
る
他
財
の
限
界
置
換
奉
が
標
準
財
の
量
に
無
関
係
の
と
昔
、
邸
ち
目
。
U

。(
M
H
Y
回・

国
}
左
ら
ば
.
計
算
に
よ
っ
て
容
易
に
説
明
せ
ら
れ
る
如
〈
、
】
M
L
P
H
H
M
C

と
・
な
り
、
従
っ
て
仰
一
向
は
金
微
分
と
在
る
。
依
っ
て
此

。
場
合
は
積
分
通
路
に
閲
係
た
く
、
始
鮪
と
終
結
と
に
よ
っ
て
個
人
利
得
は
定
ま
る
。

，
個
人
利
得
に
つ
い
て
は
前
節
の
相
封
妓
用
に
於
け
る
と
同
様
の
異
議
を
生
や
る
で
あ
ら
う
が
、
限
界
利
得
は
同
一
騎
に
於
サ
る
微

白
煙
動
に
作
ふ
個
人
利
得
。
犬
小
を
比
較
す
る
己
と
に
用
ひ
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。
私
は
利
得
叉
は
限
界
利
得
を
表
面
に
立
た
せ
や
、
理

論
の
裏
面
に
あ
っ
て
、
論
理
的
に
得
た
る
結
果
白
説
明
に
利
用
し
、
又
は
理
論
的
に
到
達
す
ベ
#
結
論
の
強
想
忙
役
立
た
し
め
た
い

と
思
ふ
D
で
あ
る
。
此
の
結

J

ア
ユ
プ
イ
と
は
精
立
揚
を
異
に
す
る
。

地、

セ

消

費

者

飴

剰



第
二
節
に
於
て
甲
は
債
格
肌
恥

移
う
た
。
と
れ
に
よ
っ
て
得
た
る
彼
の
利
得
を
求
め
る
に
、
突
の
二
通
り
白
通
路
を
取
る
。

一

A
を
遇
る
無
差
別
面
上
主
B
(
第
三
節
の
)
ま
で
行
昔
、
突
に
線
分
担
開
上
を
進
む
も
の
と
す
る
。

無
差
別
商
上
で
は
白
T
u
d
で
、
線
分
出
国
上
で
は
斗

r臼

M
P

骨
闘
が
鳩
て
零
で
あ
る
。
故
に
却
に
留
意
し
て

『
師
、
占

S

『

凶

斗

S

「回

日一

l
J
1
ぃ
+
-
Jド
ム
身
』
J
(
a
l
E
)

L
h
p
d

、e
L

図

唱

。

」

』

囚

即
ち
第
一
の
方
法
に
よ
る
相
封
殺
用
で
あ
る
。

一
一
遇
路
を
平
面
倒
の
上
に
取
る
と
昔
、

h
の
交
換
に
よ
っ
て
共
D
財
の
所
有
量
が

k
p
(
p
p
-

R
Z
)

か
ら
同
一
p
p

r)
に

【
同
M
内
E

十回以回ペ

-5+
-
+
H
M
U
L
F
U

。

とと
たな
りる

第之
二を
の市 |ι(1明
方。'1喝の
法 1 括
に骨弧
よ内
るに

翼・代
」ー、入

数炉 I図ず

用主 I~ れ
で「ぽ
あ 11

'-ー，、
る伊国

。 E

て
標
準
財
K
封
ず
る
他
財
の
限
界
置
換
挙
が
標
準
財
の
数
量
に
無
閥
係
白
揚
合
に
は
、

右
の
雨
者
に
限
ら
や
、
各
種
の
消
費
者
飴
刺
白
定
義
は
個
人
利
得
に
於
け
る
積
分
遇
路
ぜ
種
々
に
定
め
た
も
の
に
過
ぎ
由
。
従
う
為

何
れ
6
定
義
に
よ
る
徐
剰
も
同
一
の
値
を

と
る
。
何
と
た
れ
ば
此
白
揚
合
個
人
利
得
は
積
分
通
路
に
無
闘
係
-
な
る
を
以
て
ど
あ
る
。
第
五
節
に
示
し
た
鹿
は
E
B
特
別
の
揚
合

に
過
ぎ
由
。

-
究
に
初
期
量
又
は
償
悔
の
費
動
に
件
ふ
個
人
利
得
D
抵
ぽ
等
に
言
及
す
ベ
昔
順
序
唱
と
な
る
が
、
此
庭
で
は
た
ピ
私
自
定
義
し
た
個

人
利
得
と
消
費
者
除
剰
と
の
閥
係
主
示
ず
に
止
め
て
筆
を
捌
く
E
と
h
ず
る
。
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八
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七
日
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選
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五
十
七
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